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――一文化財保護の記

市史跡 「三本榎 の歴史とその保護
1 .  は じ b に

一 十 一 ― _ _ _ 一 一 ― ― ― 一 ― ― 一 十 一

昭和50年、武蔵村山市の花は「茶の花J、市の和よ「榎」

と制定された。市の花は特産品の狭山茶に出来 してお

り、市の木については市域のほぼ中央にその解盤を誇

っている 「三本榎」に由来している。それほど三本榎

は市のシンボルとして親 しまれており、昭和51年には

暑暑轡:峰岳盆看雪宗宏催宕懇繰堰旨看距聾と潜暦賃
正時代の末頃に植え代えられており、やや小さい。乙

幡榎、加藤榎はそれぞれ幹回りが 3760御 、4秘 60例

もある巨木である。

ところが、昭和60年以降、病虫害や度重なる大枝の

折落により、威容を誇っていた三本榎も樹勢の衰えが指

摘されていた。これを受けて市教育委員会では早急に

保護対策を議ずるべく調査を進め、本年 1月に根本的

な 「回復手術Jを 施すことになった。ついては、今号

において三本榎を特集し、その歴史と 「回復手術」

内容を紹介する。               ~

2  三 本榎の歴史――――――‐―――

まず、三本榎の所在地は、次のとおりである。 なっていたのである。

ところで、中藤村の最古の機通後ね寛文九年(1669

年)の 中藤村新曽検地帳であるが、そこに記されてい

尋子子年整衆慎」

「

をな'警 |｀

岸古督J、
ざ
紙」、「濁粉象

を`る。第 1図 と比較すれば、

「三本榎Jと 「相Jと いう字名を除けば西から順に並

んでいることがわかる。つまり、寛文九年の時点では

「三本榎Jと いう字名はなく 「相」と呼ばれていたこ

とになる。寛文十二年 (1672年 )の 検地帳にも「相J

/ヘ
ト` 一、、

(勾へ//ヤ ーTヤ
ふ 」
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鍛泊ヶ谷戸、
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一ヽ___ャ /~″
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乙幡榎……武蔵村山市榎三丁目5番 地の 1

加藤榎……

奥住榎……

″  学 園一丁目 2番 地の 3

〃  学 関一丁目5番 地の 7

なお、旧来の字名でいえば、三本ともダ誇諭闘察答三本
榎となる。

三本榎の植えられた由来については、その樹齢と共

にはっきりしないが、 1つ の伝説がある。それは 『音、

腕自慢の二人の若武者が探境の山際から選失の競争を

した。そして、放った矢が落ちた場所

に自分の姓をつけた榎を植えた』と

いうものである。乙幡、加藤、奥住

という姓は市内萩の尾地区に多 く、

しかも三本榎の所在地も萩の尾地区

の人々によって開発された土地であ

り、強い関連がうかがゎれる。

次に市史跡に指定された理由は、

笥文笛暫との歴史的な関係である。

三本榎の南nlを通る引又街道は、別

名甘繊遭とも呼ばれ、江戸時代に栄

ぇた新商岸竹の苺迪の中継地であっ
た引又河岸 (現志木市)と 青梅方面

を結ぶ物資の輸送路であった。その

重要な街道の脇に塚をつくって植え

られた榎は旅人に格好の休息場を提

供 し、また当時の中藤村の目印にも

｀ヽ 、 ● αレ
′

第1図 明 治時代初期の中藤村
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の記載があり、枢の植権|は少なくとも覧文十二年以降と

思わを■る。参ちまでに今までに折ILた三木の太枝の年

輪をみると、乙幡榎、加1藤檀のどちらの枝も約 130であ

り、fl:幹の年輸もさほど多 くはないようである。

it本複の被告の経過とその対応を箇条書きすると、

昭和60年6月 lt/1虫幸が原因と思われる 1白い班点」

か乙帖 ・加藤榎の幹に多量に発生。

昭和6〕年 3)]乙 幡恒内llllの枝が子の電みで折れる。

荷損部に腐敗防止のためモルタルを塗る。

H村和61年6月  乙 幡複 ,加1藤榎に活性剤 (メネデール)

を注人。
‐、ン 昭 和63年4月  加 藤榎東側の枝が肯の重みで折れる。

1立の旅去と共に、危険防lliのため道路lHl

に延びる大枝 2本 を切断。

また、乙幡 ・加藤両榎の保護対策につ

いて守PJ家 イ東京欄3農業試験場五日市林

業分場研究貝 ■ 鮮氏)に 調査依頼。

P召ヽ163年10ナJ 加1藤檀北束仰の性が貯lWlにあおられて

〕オ↓るヘ

昭和163イ111月 [」イ樹木イ1種協会山野氏に 11木榎の保

護tl■について意見を聞 く。

平lJkブ亡年 1)l i本 模の保護告I埋]1事を実施。

以上であるが、度千なる大枝の落折は木の後 ;ゴた違

閃 しており、自動車の排気カスや振動、雨水の浸i香な

とも影響 tて いる。文1ば策についていP可家の意見はほ

は一致 してお|)、帖れ枝の峰よと枝の部｀ヽさを行い、

張残の車卜加をNる こと及び幹の店札高tを肖|りl Rり補ぷ

することである。

実際の作業は、過去に約千木もの樹水の十1護 を手掛け

た「1〔柚ホイ1護 協会山PII(の陣頭指十1で行われた。以

ドそのl tl″ドを8ん述する。

ttllすの代採 (年 |こ1)

乙幡慎、加藤檀ともに1liれ枝の除去と使の問ヴ

きをイiう。加1藤lt‐については道路の安全☆1策 L、

人l tlに1支の,1"と ,る 。切粥r部は役内消毒後、防

腐Tlt卜を行 。ヽ

(2)腐朽部分の削り取 り (写真 2)

十幹及び太ftの店本ア!対̀を中町り取り、社内消岳後、

以上が三本榎の歴史についての概要であるが、まだ

三本榎が植えらatた目的など不明な点が多く、今後の

調査の必要が痛感される。

写真3 削 り取り部の補強 (乙幡榎)

防偽処置を施す。

3  三 本 榎 の 回 復 手 術

一 一 ― ― ― ― 一 ― ― ― ― ― 一 ― ― ― ― ― ― 一 ― 十 一

写真 4 枝 の伐採 (乙幡榎)

″三ユニニ上i・キ '千
写真2 rat朽 部分の削り取り 伽 藤榎)
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(3)削り取り部の補強 (写真 3)

主幹及び太枝の腐朽部を取り除いた後、その部

分に鉄筋及びラス (網)を 張り、その上にモルタ

ルを塗る。直接モルタルを塗ると切断部との間に

すき間ができ、腐朽の原因となる。

以上のような方法で三本榎の保護を図ったのである

が、これらは直接木に施した、いわば 「手術Jに 相曽

するものである。今後の養生としては、養分の補給(施

肥 )や付着 した煤の除去等を行う必要がある。日本全

国でも榎の老木は数が少ないということで、長命な木

ではないようである。しかし、加藤榎などは痛々しい

姿になってしまったが、貴重な文化遺産として、また

武蔵村山市のシンボルとして、少しでも永く三本榎を

後世に残していきたいものである。

最後になったが、三本榎の歴史について市文化財専

Fl委員乙幡泉氏に御教示いただいたことに御礼申しあ

げたい。

▼

写真4 昭 和30年代の三本榎
~5真
5 昭 和62年の三本榎

回復手術後の乙幡榎写真6 元 気な頃の乙幡優

~5真
8 元 気な頃の加藤榎

~5真
9 回 復手術後の加藤榎
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一 文化財アラカルト①

民俗 コーナー

拡rilょ研IFI千皇ワ策棄空爆寝箇恐石ti、
「
偏罷署倉

l l T子舞」、 「萩赤重松雌子Jの 四件の郷土芸能があり

ます。これらの郷土芸能は五鹸 整慶遣散あ願ぃ
が込められていたり、農村の数少ない娯楽の場を提供し

てくれたもので、地域と密接に結びついた貴重な無形

民俗文化財である。

しかし、地域の人々のたゆまぬ努力により伝承され

― てきたこれらの郷土芸能も近年、後継者の育成が大き

市内萩の尾、赤堀地区に伝承される重松流の暁子で

萩の尾、赤堀の頭文字を取り 「萩赤重松雌子Jと 称さ

れる。明治17年頃、農民達の娯楽として古谷重松より

_/直 伝されたと伝えられる。伝承によれは、
「重松は年

齢50～60歳くらいで、頭にちょんまげを結っており、
す

いつもキセルでたばこを喫っていた。稽古の時に弟子

がうまく笛を吹けないと喫っていたキセルで指をピシ

ャリとたたいた」とのことで、その風貌と厳しい指導

ぶりがうかがわれる。
がくたい

その後、日露戦争当時の楽隊の流行に伴い衰退し、

昭和初期に一日は伝承が途絶えてしまった。しかし、

昭和29年、清水元治氏(現保存会会長)が東大和市高木、

瑞穂町石畑の雌子連から教えを受けたことを契機に地

元の有志により重松囃子は再興され、現在まで伝承さ

れてきた。

囃子に使用される鳴物は七孔の係笛が 1つ、 「オオ

は ぎ あ か じ ゆ う ま

「萩赤重松
つ ば  や  し

囃子」

な課題となっている。なかでも、 「萩赤重松囃子Jは 、

保存会の方々の鋭意の努力にもかかわらず、後継者の

問題は深刻で、記録の作成が急務となっていた。

歴史民俗資料館では、こうした状況を踏まえ、 「萩

赤重松囃子」のビデオテープによる映像での記録化を

行い、後生への保存を図ることになった。そこで、今

回の文化財アラカルトに 「萩赤重松囃子Jを 紹介し、

貴重な郷上の文化財に対する理解を深めていただけれ

ば幸いである。

カンJと 呼ばれる大太鼓が 1つ、締太鼓 (小太鼓)2

つ、 「ヨスケJと 呼ばれる鉦が 1つ、拍子木 1つ で構

成されている。演奏される曲目は所沢に伝わる重松流

祭囃子と比較 しても二番曳は無いものの第 1表に示 し

重松流祭嘩子…………………………………………
壷t赫 ぁ督物を苫i(li在広奏i[広こ花古室広:重松流祭鴎子は所沢在住の古谷重松により江戸時代

みやしようでん しほうでん

季撫害を晋g層 督盤留鵠密絡花82!居 協圭違黒連と  京 唇需】十昂亀署 『豊醤唇 F楢 元iま属干笛ふ樹子腎林

している。古谷重松は染料に使う藍玉の行商をしなが  子 、白狐、下男、二番隻、おかめ、ひょっとこの面を

ら各地で乞われて囃子の指導に当ったといわれ、泊ま  つ けた踊りが挿入される。また、この囃子の特徴は 2

り込みでの稽古も行われたようである。        つ の小太鼓のからみであり、 「地Elt子」としての基本

重松流祭暁子沿革史 (重松流祭囃子保存会発行)に   的 なたたき方はあるが、即興的に変奏するのが妙味で

よれば、竹笛、大太鼓 (長胴)、 小太鼓 (締太鼓)、  あ るという。伝承はすべて[ヨ格で行われる。

萩赤重松囃子…………………

~5真
4 萩 赤重松囃子
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たようにほぼ茎本的な曲は稿 っている。踊りについて

t)第1表 に示すとおり、出によって面が変わる。曲の

Tr行は定まった決まりはなく、笛の リー ドで展Frgして

いくが、始まりと終わりにはElr子が くるようにしてい

るということである。

徹の吹き方や太鼓のたたき方の伝承はすべて回伝で

行われ、笛の場合には |ォヒャラヒヤライー ヒ ヤー

ロ ヒ ヤーロ ト ロトビューヒャロJ、 小太鼓の場合

には 十テンチキ テ ンチキ チ ッチッチ コ ーリヤJ

(以 1常|!殿)と いう具合にそれぞれの楽器ごとに文

句ますとえて槽古が行われる。

1  区 分

1番号

1 1

堺予オ1 ,,―

波々野和1大

そiナ十金Aと進

高橋 利 雅

関谷  実

中央 4～ 56～ 1

中央 4～ 15～ 1

中央 4～ ! 4～2

中央 4～ 1 1

中央 3～4 1～4

中央 1～ 6～ 1

F t t l

1  2
に _

荷 昇  敗

1   3

|

四 方  殴

1   4
トー

か ま く ら

8市 調  目 下 tPJ(外道 )

rこ た, 1ま バカ由 (オカメ・ヒョットヨ)

新赤重松嘩子保存会 一――― ――一一―― 十一―――一一

十1(■"は 昨 r保存会は、昭和29■:の夜活以来伝統去

ヤの伝よに竹めてきた。昭和40年代には他市町村の祭

幣拷‖珊肺爵麟鋪とgど言;称播殺
沖りl l liの年礼、市産業祭でも活躍 していた。今1可、保

ヤ十1!|ニデ十テーフ作成に際 して、保存会の諸氏には全

燥地 llRttiをと')戻すべ く猛稽tヤをされたということ

ごある。らせね:の保存会の会長は以下の方々である。

1 高橋 清 「J

大 太 鼓

締 太 鼓

釘[

1白 ‐子木

1

1

1

1

興にのるとバカ雨の足怖り

V

写真2 萩 赤重松醍子の山車

白狐またはlll子

写真3 萩 赤重松暁子のバ/~面

写真4 保 存会の皆さん
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1 1よ じめに ………………………………………

今まで武蔵村山|「には24基の馬頭観音が知られてお

り、その全体的な概要については館報第 9号 (以下前

々けという)の 話_Lで紹介 したとおりである。ところ

が、昨年の武蔵村山市郷上の会の調査により新たに 1

基の所在が確認され、市内の馬頭観音の総数は25基と

2 5基の馬頭触音のうち、造立年代の明確なものは21

基あり、その初出は安永七年 (1778年 )で 、最後は

昭和 3年 (1928年 )で ある。この150年間の造立の

推移をみると (第2表 )、 初期の40年間に年代の明tr

なもの21基中38化をt町める8基 が造立されており、比

較的集中している。しかし、全体的には大きなばらつ

きがなく、ほぼ10年間に 1～ 2基 と安定 した数字にな

っている。

次に分類別にみると、文字塔の平柱状の形態がと:倒

的に多く、しかも年代的にも継統 して造立されている。

3  武 蔵 村 山市 の馬 頭観 音― ― ― ― ― ― 一‐

岸 ・貝塚の馬頭観音 (写真 1 分 布図No 3)

岸、虫塚のmS立武蔵村山高校南側の道路の分岐点に

あるもので、FEL在資料館にて修復中である。高さ44伽

正面の嶋19伽、奥行き13例で、政部が平角型を呈する

平柱状のものである。
ぁぃぶん

銘文はd:面に 「馬頭触世音 天 下泰平 国 上安全」

と彫り、右lHl而に 「右 の みち 天 保に 壬貢十二月

キロJ、 左仙|はIに 「左 八 王子道 願 主 荒 田今治郎

荒□藤八 中 嶋キ兵衛Jと それぞれ刻まれ、道標をも

兼ねていたことがfHlえる。

岸 ・員塚の馬頭観音 (写真 2 分 布図No 4)

現71は岸、,1塚に建てられているが、本来は江戸街

道沿いに建てられていたものである。高さ168例 、正

面の幅36御、奥行き235伽 で、頂部が皿角型を呈する

平柱状のものである。

正面には大きく 「馬頭観世音Jの 文字が彫られてい

る。右側面に 「BHttll b辛末年四月吉同 右 青梅道」、

左側面に 「武州多摩部岸村 左 羽村道Jと それぞれ刻

まれ、道標を兼ねていたことがf「lえる。

武蔵村山市の馬頭観音 ( 2 )

なった。

そこで、市内の 1つ 1つの馬頭観音を紹介していく

うえで参考となるよう前々号に掲載した一覧表の追加

分 (第1表 )と加筆 した分布図 (第1図)を 示し、補

足したので御参照いただきたい。

文字塔でも角柱状のものや馬頭観音の像を刻むものは、

双方合せても5基 と数量的には多くないが、それらは

全て初期の50年間のうちに造立されており、偏りがみ

られる。

以上のとおり、馬頭観音が造立され始めた初期の段

階に比較的造立が栄んで、 しかも多様な形態のものが

造られていた。そ4L以降は10年間にほぼ 1～ 2基程度

の割合で、文字塔の平柱状のもののみが造立されてい

たことが伺える。

~5真
4岸  貝 塚の馬顕観吉

写真2岸

すいい

2  武 蔵村山市の馬頭観音造立の推移 十一十_ _ _ ― _一 ―――……………………………………

員塚の馬頭観言
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年 号 分 類 塔 形 分布図番号 備 考

大正元年 (1912年 ) 文 字  塔 平 柱  状 つ
ち

＼                 /~~｀ ヽ

ヽ
、    ///ブ |    __、 /、 /へ 一ヽ＼/     ′

(ャォ_タノ/   tr、/――ヤ`
/ ~`

● ｀ヤ●●   ~

′′ 鳩 M技 ダ 原山

. , 7

18増響

第1表  武 蔵村山市の馬頭観首 (追加)

第 1図  武 蔵村山市の馬頭観音の布図

V

造立年代

(10年単位)
基 数

像 ・ 文 字 塔 文 字 塔 形態

不明平柱状 角柱状 自然石 不  明 平柱状 角柱状 自然石 不  明
1 7 7 1 年～ 2 2

8 1 年 ～ 1 1

9 1 年 ～ 3 1 1 1

1 8 0 1 年～ 2 1 1

11年 ～ 1 1

2 1 年 ～ 1 1

3 1 年 ～ 2 1 1

4 1 年 ～ 2 2

51年 ～ 0

61年 ～ 2 2

7 1 年 ～ 1 1

8 1 年 ～ 1 1

91年 ～ 0

1 9 0 1 年～ 1 1

11年 ～ 1 1

21年 ～ 1 1

年 代 不 明 4 2 2

合 計 25 1 2 0 0 1 2

第2表  武 蔵村山市の馬頭観音の造立推移
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